　坂道を登った。そこに、誰かがいる気がして。

　照らし出したのは何者なのか。あの、強烈な輝きは何者なのか。

　僕はいつでも小さくて。だから影も小さくて。

　眩しい何者かが微笑んだ。

　――――　ああ、ようこそ小さな人。

　僕は彼女に指を指してこう返す。

　――――　はじめまして、支配者様。

　いい天気だった。生まれてはじめての、いい天気だった。

　何よりも、日差しが強いなんて言葉。思い浮かべたのも初めてだった。

立ち止まることの無い青年。

動くことの無い監視者。

酒が友人である黒人中年。
ピストルを持った少女。

６つのカードを切る男。

黒いコートの悪。

弾薬を喰う怪物。

人工の天使。

メタル―フラグ。
――――さぁ、飛び立とうか。

そこから、暗がりの“死殿”から――――

Ｓｅｐｔ０１――：Ｇｕｎ　Ｇｉｒｌ！
『――・・・ヘイ、ブラック・バグ！　暗がりはどうだい？』

　上々の気持ち。聞いてみる髭が動く。

『――・・・オウ、怒るなって。悪かったよ、湿っぽい所に閉じ込めてさ』

　返答の邪険な様子が寂しい。謝る髭サングラス。

『――・・・アイアイ、続けて頼むよ。こっちは信用を買ったんだからね、ネ！』

　ブツ斬った通話。暗がりの黒に佇む黒は白モクを沸き立たせた。

　“窪んだ世界”それが似合いの世界。誰だって避けたがる、それがこの世界。

　いいものだろ？　なんて言おうものなら即座に微塵切りさ。ナ、いいものだろ？
　走るのも悪くナイ。若いってのは走るってことさ。
　だから窪みの凹に溜まった水を弾き上げる踵に悪さはナイ。
　ブーツが汚水の如し水っ溜まりを弾いて停止する。
　ササガミ　モトコ――通称『バッド・エンド』なんて言われる容赦のナイ彼女は扉を蹴り開けて飛び込んだ。

　古い家屋だ。そりゃぁ、家屋としてのプライドもある。あるけどまぁ、壊れる時は壊れるんでしょうよ。実際、こうして木片になってバラけてんだから。

「入店は静かに」

　黒い肌にスキンヘッドがパンチ効いてる男。近頃になって枕の匂いに悲しみを覚えたこいつが店の店主、且つ被害者。

　昼間っから酒と戯れる迫力中年に否｀怖気な彼女。
　カッカッと、媚も恥も微塵もねぇ音を鳴らしてカウンターへ→
「バスター・モア。話が違うだろう？」

　そんなことを言いながら、一方的なものだ。相手は気に入りのグラスに夢中だってのに。
　銃口はすでにコメカミを狙っている。女の指先２ｃｍ程度の動きに命を握られる男の甲斐性って、なんだろうね。
　それでも動じないんだな、この中年。

「――最近、酔わなくなったんだよ。悟ったかな」

　なんて明らかに酔ってる言葉で答える。

「ああ、悟ったんだろうよ。このあたしを罠に嵌めたんだ。死の“覚悟”って奴さ」

　ササガミは相当頭にきているらしい。少しも止まらない。
「罠――なんでだ？」

　中年はグラスに映ったピンク色の髪に聞いてみる。だって理解できない。
「“なんで”――はっ、そりゃまた大層な自殺願望で。よろしい。“シネ”」
　胸に手を置いて、丁寧な別れの挨拶。しかしこれ、黒肌中年にとっては意味不明。

「冷静に頼むよ、モトコ＝ササガミ。俺がお前を罠に嵌めたってのはどういうことだ」
「aＡ？　起きろよ、モア。あんたは言っただろ。“この件はノーマル”だって」
「あ～、ア？」
「つまり、ノーマルじゃなかったんだよ」

　ナニ言ってんだこの女ってわけで。中年、モアは疑問符を３つ頭に乗せている。

「ネクストが相手だって、言わなかっただろ」
　白い歯が逞しい。秘訣は毎日４回の歯磨きと――・・・なんて言っていられない状況。

　なるほど、想定外だ。実に被害者である。
「……そういった不測の事態に対応するのも仕事の内じゃないのかい、ササガミＣｈａｎ？」
「――――あんた、相手も知らずに仕事を流したのか」

「いやいや。俺はいつもどおり必要なことを必要とする人から人へ渡すだけでさ。何かいつもと違うかい？」

「…………気楽なものだよね」

　ササガミはピストルをベルトの後ろに引っ掛けた。首をコキコキ鳴らしながら。

「それで、そいつは本人かい。それともストライカー？」

「本人さ――邪魔したね」

　モトコ＝ササガミは壊れた扉の破片を蹴っ飛ばした。扉が無いので出るのは楽。

　バスター・モアは特に深追いはしない。ただ、これって彼女の収入が減ったということであり、それはつまり飲み代が減るって事であり、結果的にここで飲む金がナイってことであり、だからといって来ないかというとそうでもないので、結果的に――――――
「ツケは溜まってンだけどな～～」
　なんて荒々しく去ったピンク色の長い髪を思って、モアは情けない顔をしている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

　　　　　　　　　　　　　　　　　／

そして人は増えすぎた。
人口大爆発は一種の災害である。

減っていくのは自然界ヨロシク、満たされている場所のみで。

　大半は自然界シクヨロ、満たされていない場所なので……。

　はい、結果――満たされていなかった世界の人口は爆発。胡坐の国は減っていただけに数に押された・押された。今ではあらかた引っくり返っただろ。

　そんな世界に住まえる当の人は知らないので。掃き溜めも知らない。

　さて、下水道を擬街化したイラストが欝な景色。
　スケッチブックに移したラフ、この場所の暗さといったら……。

　色をツケル必要性が感じられないね。

　既に開始した世界変動による最初の犠牲とでも言えばカッコイイ窪みの地。

　場所は詳しく言えないが、とにかく残念な世界だってことは確か。

「負けた人が集まってできた」「明るい場所に生きられない人が落ちてきた」「鬱ｗｗｗ」

　↑これ、解りやすい解説。

☆＝☆＝フォール・タウン☆＝☆＝
　なんて表記すると可愛らしいケド。
　つまりは先進国の監獄内と思って大差ないよ、コレ↑。

　何でもアリ。　それって現実？
　なんてことは大体マジな窪みの街で。

　湿気っている白黒カラーをピンク色の長い線が揺らいで過ぎる。

『ナニ怒ってんのｗ　こんな場所だってさ、もうちょっとご機嫌になろうよ～』

　そんな感じに明るく声でもかけたくなる顔つきだが。そうするとどうなるかってことは、今現在彼女の回し蹴りが直撃して頭蓋骨が歪んでいる彼を見れば解るね（爆）
　目の前に浮いた蚊を払っただけ――そんなモーションでササガミ　モトコは落ちた街を闊歩している。
　目立つナリで、情報が寿命に直結する街なので。彼女は結構な有名人。

　知らないで近づく阿呆は大概首の骨を２５０度は捻られる（さっきはラッキーな例）。

　ササガミ　は頭に引っかかっている。
　どういうことかってーと……まずは彼女が体験した不幸の話からしようか。
　さっきちらっと中年モアと話していたけど。彼女は所謂情報屋・仲介人であるモアから仕事を受け取ってこなす“裏家業（笑）”の人。　――え、なんで笑うかって？　理由とし
“　パキンッ　”
――つってね。何の音だよ、おい。

　ササガミ　は立ち止まった。目の前には突き刺さった『鉄』。

　え、もっと親切にって？　ごめん、無理。だって、この突き刺さっているものはどっからどうみても『鉄』――なんだけど、コレっていう表現が見当たらないほどのゴミだから。

　さ――て。

　このゴミ鉄。実は厄介。

　いきなりで悪いが、今、一番困っているのはササガミ　である。本当は「ネクストってのは――」とか「この場所では法が在りえないんだ――」とか「ササガミの３サイズはね――」だとか詳しく言いたいところだけど。

残念だ。既にフラグはおっ立っている。
～この街では有名な話で～
『法のナイこの街で人間に必要な“秩序”ってやつはどのように判断されるのか――。

　それは個人個人、各々で管理するしかない。皆その辺は理解してやってる。

　たまに勘違いしている人がいるけど。それぞれの秩序は当然それぞれ違っている。

　だから、「秩序をプレゼント」なんて押し付けてくるのも実は反していないんだ。

　反するといっても、そもそもいつのまにか、必然に生まれた“暗黙の見解”だし。

　反することがそもそもできない、というかナイんだけどね……。

　ま、とにかく。

　彼は法の世界から渡ってきたらしいから。その辺、ある意味反する人って事。

　危ないよね。そんな考えとかさ、かっこうの的じゃない。

　でもナニが危ないってさ。そいつが危ないんだよ。それ自身が。

　ほら、いるじゃない？　最近目立ってる――なんつったかな～……。

　ほら、あの――――ピンク色の髪の短い……あ、今は長いんだ。

　　　　　　　へぇ～・・・』

「　ピンクのレディ．．．．．．あなたに秩序を――――プレゼント　」
　紳士である。実に丁寧な動作。「お前は執事か！」と突っ込みたい程。
　ササガミ　は見上げている。廃墟――といっても街全てが廃墟みたいなものだけど――の上で格好をつけている変人を。

　「変人てあんた」……とのっけから決め付けるのは如何と思うかもしれないが。

　・鉄色の尖った逆三角のサングラスを輝かせ。

　・鉄色のマント（というか鉄？）は重そうに垂れており。

　・鉄色のピッチリスーツで全身を包んでいるのが全体像・・・。

・・・ね、変人でしょう？　

　これで真人間だなんて絶対名乗らせないよ！　完全に自分に酔っている仕草も怪しさいっぱいいっぱいだしね。

　――まぁ、彼が変人かどうかはともかく。ササガミ　の視線は冷たい。当然、好みのタイプではないんだろうけど、それ以前に。
　宣戦布告してきた相手には普通、冷たく接するよね。
　ササガミ　があんまりにも眺めてくるので。廃墟の上の紳士は一層格好をつけて横顔をキメて魅せた。

「ピンクのレディ．．．．．．そんな情熱を向けないでくれたまえ。焦げそうだよ」

　うわあ……（失笑）

　スゴクカッコイイ彼のセリフにときめきがメモリアルしたのか？

　ササガミ　は彼に向けて挑発的な仕草を見せる。うん、実に手馴れた動きだ。

「ｈｕ～ｍ．．．．．．下劣っ！」

　腕を大きく斜め６０度に振り上げ、横顔を逆サイドにキメる。

　鉄の紳士はササガミ　の「中指立ててからの親指落とし（↑Ｃ／→↓Ｂ）」コンボにお怒りだ。・・・いや、怒っているのか愉しんでいるのか解らない。後者だとしたら彼はＭ属性持ちとなるので、変人から変態への進化を遂げてしまうが。。

　ササガミ　はそのまま流れる所作で（お茶をたてる家元の熟練した作法のごとく）挑発からグリップ掴み→脳天に照準セット→発砲（フィニッシュ！）の動作をとった。
　弾丸が湿った街の空を螺旋突貫する。

　弾速の勢いといったら――――もう、それは当然の事ながら「見えるわけネェ」速度。

　「いいねぇ～、思い切りがある」……これを言ったのはそれを見ていた通行人のやたらと顎が出ているおばさん…………ではない。

　鉄の紳士はコメカミで“シーッ”と音を残している弾丸を指で弾いて言ったんだ。先ほどの高慢なセリフを。

　とりあえず――ゴメン。さっきから鉄、鉄言ってたけど、どうも紳士のそれは鉄じゃないっぽい。

　いや、厳密に言えば鉄……なのかもしれないけど。明らかに持ち主同様普通じゃない。

　メタルス○イム――ちょっとアレなんで一部伏せたけど。解るよね、言いたいこと。

　つまり、彼のマントはどうやら流動的で、柔軟良好で、反射神経抜群らしい。

　速いスライムといえば逃げる――と思ったけど。こいつは持ち主にガッチリくっついている。しっかりとまとわって、弾丸だって簡単に止めちゃう。
　「どうよ．．．」そんな声が聞こえそうな斜め４５度の顔。
　こうなるといよいよ腹が立つ顔でしかないが、厄介なのは事実。

不明が多すぎる――

　動く鉄ってのは言葉にすれば「ロボット」としてそこら中にあるだろう。だが、それが流動性を持って動いている――遠視の限りだが、どうやら高熱でとろけているわけでもないらしい……と、いうことはどういうことか。

　まず、生命なのだろうか。「オイオイ、そこかい、ハニー？」なんて感じだが、実際にこれを目にすると何故か真っ先にこの考えが浮かぶ。

　実際、解らなすぎて他のことが考え付かない。

　殺す――？

　弾丸を止めたんだ。それをどうやって――？

　近づいたって自分には弾丸以上に殺傷力があるものが無い。

　第一、あのクネクネっぷりを見るとあれで捕らえる、殴るなんて事もできそうだ。

　むしろ、自分がアレを持っていたとしたら、どう使う――？

どこまで――そうか、“どこまで”あれは届くのか。

今、ここで奴と戦う必要性は――――無い。

さっきの鉄片――残っている。アレはただの鉄。

そうか、あのマント（？）の大きさから察するに……。
・・・・・・重そうだな、アレ――――――

　ササガミ　の視界は揺れ始めている。

　加速する左右。

　ピンクの長いを靡かせて――白黒を残影が染め残す。

　反転、疾駆する女の背。

　こんな時、男ならどのように答えるべきか？

　鉄の紳士は両腕で自らを抱きしめ、こうキメる。

「くんふ．．．．．．ウィリアムぅ！　レコードを。題目は……“広大なる・エンジェル”」

　――紳士は鼻息を流しつつ、囁いた。
　廃墟の窪みの廃墟の一軒。

　寂れたアスファルトの上で、湿の空を翼のシルエットが切り裂き、開く――――。

―――　まったくもってメイワクな話だと思わないかい？　―――

知らずに達成しちゃうフラッグなんてさ。イヤだろ。

しかも、相手は野郎だゼ……？

＞What’s　Is　This?

＞ＮＥＸＴ　ＷＯＲＬＤ

＞OMG！　Thank you　XD
タイトル１　：　＃　金属の旗　＃

 ここは凹んだ場所♪
　Ｓｅｐｔ０２――：５Ｃａｒｄ
　ただ、上に登りたかっただけ。

　青年はただ、上に登りたかっただけ。

　切欠なんて覚えてない。ただ、なんとなく。そのことしか考えられなかった。

　こんな場所で生まれて、こんな場所でいつかフラリと立ち寄るように死ぬ。

　嫌じゃなかった。ただ、他に無いのか？　と疑問に思った。　それだけ。

　『ここから出てはいけない』そんなことは聞いたことが無い。

　理由は簡単だ。ダレモココカラデヨウトシナイカラ……。

　そのことへの批判もしたことはないし、する予定も計画していない。

　ただ、自分は出たいと、登りたいと思った。

　そんな――それだけの彼、カミキリ・エリアル　が――――

　どうして今、おっぱいに挟まれているのかって？？
　単純なこと。それこそありきたりなフラグってやつさ。

／　／　／

　彼はボウフラのように歩いていたんだ。前述のようなことを思いながらね。

　それで、湿った陰を曲がったんだよ。

　何せ影が多いからね。薄暗かったってのもある。

　向こうとしても焦っただろうし、不注意を攻めるなら走っていた彼女の方さ。

　それでも――ねぇ。どうしたものか。

　カミキリは直ぐに気がついたよ。激突の直前に目が合ったからね。

　日差し（微かではあるが）が角の先の一瞬を照らしていたんだよ。

　だからカミキリはピンクの揺れる様も解ったし、ラバー質の黒から覗くそれが揺れている様も解ったよ。

　――敢えて避けなかったんだろって？　いやぁ、どうかな。

　例えば君に突然女性のたわわなそれが突っ込んできたとしてさ。どうする？

　答えは簡単。「どうにもできない」よ。好む好まざるを除いて、普通に無理さ。だって彼女ったら全力疾走だったからね～（汗）

「う、うぉぉ……」
　これは圧迫感への呻きか、それとも柔らかな感触と香りへの感想か。
　上にある彼女が頭上で「くっ……」と声を出した。とても耳に張り付く、可愛い声。
　未知の状態って美しい。何故なら、妄想は現実を越えて美しいものだから。

　大概、想像したものってのはそのままであることが望ましい。現実は冷たいからね。

　街で後姿を見かけてさ、「うおっｗ」なんて思って長い黒髪に見とれていそいそと自然な動きで旋回して確認してみたら――「……うん↓」なんて、男ならあるよね。

　無論、女性でも「未知」に憧れ、「理解」にガッカリってあるでしょ？

　でもさ、稀に暖かいんだ。現実って。

　それこそ、さっきまでカミキリの両頬を包んでいた肌のようにね。

　想像だ――ピンクの長い髪の女性、その後ろ姿。セクシーだよね。

　角度、変えるよ。
　耳が見えて、頬が見えて――――鼻が、瞳が、唇が――――。

起き上がったその人。
　彼を見下ろす彼女――――それは頭上に画いた幻想をベリーロールで飛び越えている。

さっきまで彼はこう思っていたんだよね。

「登りたい、出たい」
でも、今はこう↓
「抱きつきたい、声をかけたい」

　……やぁねぇー。ほんと、単純ｗ

　でも仕方ないよ。つい最近まで少年だった青年だよ？　そりゃ、異性に憧れっていうか異性への願望は凄まじい年頃さ。むしろ、幾つになっても凄まじいのが「男」って生き物のＳＡ☆ＧＡだから。
　ま、そんな言い訳をいくら重ねても女性には無力なわけだが。

　“バッキーン！！！”いい音、決まったね。

　温もりに癒されたカミキリ青年の頬を貫いたのは平手……じゃなくて銃のグリップ。

　だって、打撃音が違うものね。「バキッ」はヤバイよ、実際。

　奥歯の損害は１本……こりゃ相当な馬力ですな、この女性。

　しかもナニが酷いって、青年に一切の非が無いのにこの仕打ちってところね。

　青年は当然痛みに足掻き、不条理に怒るかと思いきや……

「ふ、フみまへん……」

　と頭を下げる始末。しかも半泣き。うわぁ……（呆）

　もっとも、女性の方も「あれ、何してんだ、あたし」的な表情で戸惑ってはいるね。
　ただ、こういった「どっちがどうするべきか」が曖昧な場合――男なら黙って“受ける”のが世の常ってことで。
　そっから５秒くらい停止してから女性は立ち上がり、駆け出した。

　ピンク色の長いのが揺れて遠ざかる姿を眺めて。

　カミキリ・エリアルはポケ～っとそれを見送っていたよ。
　直後、痛烈な痛みを自覚して左の頬を押さえていたけどね。

　何にせよ、カミキリにとっては忘れられない人と経験になったんだろうね。

　この時、既に――――。
　　　　　　　　／

　　　　　　／
　　　　／

　走り回って階段を下りて――そこは広大な地下駐車場。
　駐車場とは言え、この街で今更車なんてあってもスコアゲームに使われちゃうくらいなので、ほとんど持っている人がいない。こんな端っこなら尚更。
　普通に上だったらこういう場合、ケー札とかに駆け込んで「助けてください、ポリスメン！」と潤んだ瞳で訴えるところだけど……生憎、この場所にそういった「“市民の”レスキュー」的な「“市民の”ガーディアン」的な組織は存在しない。残念だね。

　だから彼女のような場合になったら基本、「自衛」。

　どんな不条理も不具合も。それを裁く機関は無いし、それを仲裁する組織も無い。何故なら、ここは国ではないから。ただ、「人が集まっている場所」でしかない。

　正直。見た目はともかく、内容的には紀元前にあった国家の方が余程文明的。

　ピンクの髪を垂らして、息を吐くササガミ　。

　この元駐車場は今でこそ彼女の避難場所。時折見知らぬおっさんがいることもあるが、特に害はないので無視している。
　落ち着いたトコロで説明するぜ。ササガミ　を襲った“鉄の紳士”は通称、『メタル‐フラグ』と呼ばれている変人、兼危険人物。
　彼は自分を「秩序を届ける者」だの「規律の郵便」などと名乗っているが、誰もそんな呼び方はしない。

　『メタル‐フラグ』の名はいつの間にかついていたもので。そうだな、およそ１年と３ヶ月くらい前から（曖昧です。スマソ）か。彼が廃墟の上で「プレゼント」を始めたのは。

　「メタル」はそのまま、彼が「金属を使って何かしてくる」というところから。

　「フラグ」ってのはつまり「フラッグ」、「彼へのルートが立ち上がる」様を見て。

　主に「人殺し」「窃盗」などに敏感で、特に人を殺すと危ない。

　人を１人殺して、それが本人以外の誰かに知られているとするともう、大抵「フラグ」

は立っている。誰がバラさずとも、勝手に調査して勝手にやってくる。それが『メタル‐フラグ』。

　その実態には諸説あるが、彼と一晩飲み交わしたという胡散臭い情報を元にしたものによると・・・
～メタル‐フラグの伝説～

―　Legend of Metal　―

『西からこの無法地帯を正す為に飛来した自称、聖なる科学者。法王から命を受け――などと言っているが、どこまで本当か怪しい。　彼が纏っている“鉄のようなもの”は“ような”ではなく、本当に“鉄”。ただ、それはホーリーサイエンスミラクル（謎）なる力で神秘の恩恵を受け、動いているらしい。
　魔術師の類か？　と聞くと“いいや、科学者である”と格好をつけるので鬱陶しい』

・・・とのこと。
　つまり総括すれば「この街を守る孤独なヒーロー、それが俺！」といったところか。
　色々と胡散臭い話で、相手もまた胡散臭いが。そもそもこの街が胡散臭いのであまり違和感はない。
　この程度の情報は、この街で暮す家業屋なら大抵知っている。

　大掛かりな組織ですら手を出されたことから、案外本当に正義の味方をしちゃっているようだが――虚しいことに、それを望む人間がここにはほぼいない。

　この街は何も、貧しいから…とか、戦争で…とか、そういった理由で捻くれているわけではない。自然と、はみ出した人間が、ゲーセンのお菓子ゲームのように上から押し出され、ボタボタと窪みに落ちてそのまま放っとかれているに過ぎない。

　それもあと数十年して世代が変われば「秩序と、平和と、芳醇を……っ！」なんて言葉が住民から出てくるのだろうが。現在、そんな知的な言葉は皆無。

　つまり、これらを踏まえて手紙にしたためれば↓

『拝啓、金属旗様。

　時下ますますご清祥の段、お喜び申し上げます。

　毎々格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。

　さて、誠に僭越ながら率直に言わせていただきますと――メタル‐フラグ様は申し訳の無いことに、この世界で“場違い”以外の何者でもないという状況にあります。

　正義の活動、お盛んな限りで至極結構で御座いますが。どうか邪魔なのでこの街を去っていただきたいと一同、心から思っている次第です。

　秩序を求める上の世界でのご活躍、この掃き溜めのような影から願っております。

ｂｙ　名無しのゴンベィエ』
――――と、なるわけです……
ん！？
　ありゃりゃ、噂をすれば……。

　肩で息を整えているササガミ　。

　彼女は気がつき、振り向いた。

　ガリガリと翼が引っかかる音。

「oh！ oh！」

　と声を零しながら階段を下りてくる影。

　翼はきちんと畳んでから入室すること！　仮にもレディの部屋ですからね。紳士としてあるまじき行為でしょう。

　メタルもその辺はもうしわけ恥ずかしかったのか。姿を見せるなり

「失礼、少し気が前に行き過ぎまして。お許しを」

　と、真っ先にお辞儀をして魅せた。

　ササガミ　は既に銃口を向けている――いや、放った後。気がつかなかった……。
　お辞儀を見る前から、“真っ先に撃つ”と決めていたらしい。不意打ちも極まれば当たるかもしれない――むしろ、現在はそれくらいしか突破口が無い。

　さて、やれやれ。“ｓ－”と微かな音が金属に響いている。

　流動する金属に、光が流れるように動いている。

　弾丸が、“コキンッ”と可愛げに落ちた。

「――お怒りはごもっともで。ノックをしたかったのですが、何分、扉が見当たらず……しかし、無礼は無礼。お許しを、ピンクのレディ――」

　右手を胸に、左手を外に広げて深く一礼。丁寧すぎてムカつく。

　ササガミ　は後ずさった。

　ここは一見、袋小路に見えるが。実は出入り口が３箇所存在する。

　２つは出入り口というより“隠し扉”のようなものだが。

　ササガミ　は右後ろへと下がり、そこから“落ちて”扉を塞ぐ――という逃走経路を想定していた。

　その逃走、実行しようと彼女は後ずさったわけだ。

　計画と脳内見取り図では、ここから第二出口までに障害は無い。

　しかし、事実は計画より破天荒にアリ。

　ガッ、と当たってササガミ　が目を丸くする。

　同時に何らかに羽交い絞めされ、体が浮き上がる。

　拘束が強まり、束縛の器具が姿を整える。

　やがて十字架の形に落ち着いた流動の金属。こうして直に触れているとやはり“冷たい”。
「なんっ……で？」

　首を固定され、振り向くこともできないササガミ　だが。理解はしていた。アレだ、あいつの鉄が自分を拘束したのだと。

　それが分裂したのか伸びているのか、それは解らないが。ともかく、地下にある何らかしらのパイプを事前に通していたのだろう。それが背後で立ち塞がり、自分を絡め取った。

　解っていても「何で？」。そういうものなのか。

「ああ、レディ――美しきピンクのお嬢さん。どうしてあなたを罰しなければいけないのか。あなたが私に処罰を受ける、この運命――――実に残念！」

　額を手で押すように天を仰ぎ、無念の詩を贈るメタル。腹立たしい。

「出会いが違えば素敵な恋の１つでも、この星の歴史に残せたかもしれぬ――んあっ！」

　メタルは苦しげに胸を押さえている。　ササガミ　のいかりのぼるてーじがあがった。

「……うる、せぇ……。てめぇとラブラブする運命なんざ……何処にもねぇよ！」

　ササガミ　が拘束された状態から中指つき立てによる精神攻撃を放つ。

　次いで親指つき下ろしのコンボに繋ごうとしたが――ここでカットが入る。

　しっかりと指の先まで固定。これで如何なコンボも不可能。

「チッ、チッ、チッ――――レディ。秩序は些細な所作から始まります。ご自愛を……」

　指をゆっくり振りつつ、顔をゆっくり振りつつ、微笑み。　殴りたい、コレ。

「ッせんだよ。あたしが何したってんだ！　いいからこれを――――んム！！！？」

　口を冷たいものが囲う。流動する金属が舌に触れて、苦い味が広がる。
　ササガミ　の表情が苦悶したのは味が不味かったこともあるし、口を塞がれた悔しさもある。

「レディ――ピンクのレディ。聞きたまえ……」
　歩きはしない。流動の金属を床に流して、その上を流されるように直立のまま近寄る。この姿…………実にキモイ。

　目の前に来ると、自分の顎にあった手の先を彼女の顎へと置く。
　そっと――金属の拘束を強め、戒める。

「！！！」
　苦悶するササガミ　。メタルはそのままに口を開く。

「君は、人を殺したんだ……解るかね？　いや、解らないかね？　　君はここの生まれかい？　ならば、“人を殺すことは普通”、そんな常識が植えつけられているのかね？」

　ササガミ　は尖った目をさらに尖らせて目の前を睨みつけている。勇ましい視線だが、この状況ではただの足掻きに過ぎない。

「君達、ここの人間はそれを“秩序”だと言う。個人がそれを秩序とするなら、それこそが秩序である、と。事実、多数派こそが秩序となる、それが原始的な文明に見受けられる社会のスタートライン。多ければ真実――自分が良ければ真実――ＮＮ～、実にタイムスリップ！　社会は繰り返すのかね、経験を。君はどのように考える？」

　“お手上げ”といった様子で、首を振るメタル。

（うるせぇっ！）

　と一言で片付けたくなる雑言だが、ササガミ　の口からは「んんんむっ！」という呻きしか出てこない。
「ほんと……そういうことなんだよ、つまり。悲しい事は、君が最初に覚えた秩序がそんなものだってことかな。人は所詮、赤子の内は鳥の雛に等しい。まして、成長してもやっぱり鳥に過ぎない。“最初”というものは強すぎるんだよ、己の内でね」

　ごちゃごちゃと五月蝿い背後に、サソリの尾を連想させる尖り。
　首を持ち上げたその極太の針は、鶴の首のようにしなり、威力を溜めている。

「せめて、美しく――――君は最後まで麗しかったよ、ピンクのレディ――」

　ササガミ　の頬に軽く口付けをして、少し下がるメタル。何の配慮かって、返り血が嫌なんだろ、こいつは。

　流動の金属尾が狙いをつける。ササガミ　の命は、あとどれほどか……？

　残り数秒の世界で。ササガミ　はナニを思い出せるのか――。

　死の淵に「これを思い出す」という決定打の強さ、それは歩んだ人生の指標。

　どれほどの規模か、モノか、そんなことは無意味。

　どれだけ強く思い出せるか、どれほど鮮明に思い起こせるか。

どれほど、幸せになれるか――――

　どれほど――――それは、“もの”があって初めて生じる表現。

　少しでもあれば、「少しだけ」と言える。

　有るか、無いか。大概の物は有るべきか無いべきかを断言しがたいが、これは物ではないだけに、言い切れる―――――。

（　――――――あれ？　）

　ササガミ　は、何を思い出したのか……？

　それは、誰にも解らない。

　何故なら何も無いのにそれが何か、など誰にも言えないからだ。

　強いて言えば、「あれ？」という言葉と、「何も無いことへの違和感」か。それがササガミ　の歩いた人生の最終結果。
――――――ゑ、何て寂しいんダ、彼女の人生ワ（哀）ｗ
　……それでいいんスか、そこの人？？？
「　いけませんね――あなた、その娘さんを離しなさい　」

／

「　いけねぇなぁ……。おい、化け物。そのお嬢さんから離れろや　」

＠
＠
＠
次世界・次回・第二話　　予告。
「湿っていようがなんだろうがな。そこに花が咲いてりゃ俺は水を与えに行くぜ。

何せ、それが俺の性質ってやつだからよ」

「５枚のカード―――そう、切り札は５つある。
使いどころが大事。情報を選択し、そして見極め、利用しろ……」
／　　／　　／

　地下の駐車場で大ピンチの笹神さん。変態金属に絡まれて、さぁ大変！

　このまま胸を貫ねかれちゃうの！？　まだ登場したばかりなのに！！？

　そんな時！　悲鳴も上がらぬ危険な地下に新たな影が入ってきた！
　え、あんたは確か――。
／　　／　　／

　走る青年。悩む青年。悶々とした下心、あの人が忘れられないよぉ……（泣）
　そんな折に耳に入ってきた危険なウ・ワ・サ♪
　青年はもう、震え上がってヤバイよヤバイよと冷や汗かいちゃうっ！？
　時を同じくして、暗がりも暗がり。窪みの寂しい路地で獣とお姫様が危ないダンス！？？

　テンションも絶頂に突入！　―――っと、そこには空気が読めない（？）邪魔者が……。

次回、＜次世界：フォールワールド＞

『　カードのＮＥＸＴ！！　』

また見てスザク♪

